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●突然自宅を訪れる貴金属等の
　買い取りにご注意

●消費生活講座

●平成２２年度消費生活相談の概要

●扇風機による火災事故の防止について

●消費生活相談事例
　「震災に便乗した勧誘やメールに注意」

●ビデオ・ＤＶＤライブラリー

TEL 086（226）1019（2011.5月発行）
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岡　　山
●岡山県消費生活相談ダイヤル

086（226）0999
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●消費者ホットライン　0570（064）370
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（変更される場合があります。）
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津山分室 0868（23）1247……

消費生活に関するご相談は

発行：東京都消費生活総合センター

ライターでの火遊びによる火災など子供の身の回りの事故が後を絶ちません。
　大事故につながる身近なくらしの中には、危険がいっぱい。そこで、“子供守り隊”隊長が家の周りの立体
マップで危険な地帯をナビゲート！
　気をつけても起きてしまう事故。最近増えている事例と対策のポイントを製品安全の観点から紹介します。保
護者の方をはじめ、社会全体で子供の安全を守っていく大切さを子供ならではの視点から訴えます。

＊貸出については、当センターへお申し出ください。　TEL （086）226－1019
＊ビデオ・ＤＶＤライブラリーの在庫については、当センターのホームページをご覧ください。

http://www.pref.okayama.jp/seikatsu/syohi/syohi.htm

消費生活ビデオ・ＤＶＤライブラリー
ビデオ・ＤＶＤライブラリーに次のＤＶＤが加わりました。

「ヒヤリ・ハットから
　　　　子供まもり隊　
　　　　　　   ー大事故につながる身近な危険ー」

児童の保護者向け

18分

　震災後、大手新聞社名に似た名前を騙って電話があり「このたびの地震の被害
者に義援金をおくりたいので寄付を集めているが訪問してもよいか」と言われ
た。相手がよく分からないので訪問を断ったが不審だ。

　(笠岡市、女性）

　震災に便乗し、福祉団体や公的機関などを名乗っ
て義援金をだまし取ろうとする事例の情報が寄せら
れています。公的機関やマスコミなどが、各家庭に
電話し、訪問して義援金を求めることは考えられま
せん。こうした不審な勧誘があった場合にはすぐに
応じず、必ず確認しましょう。
　また、震災にかかわる内容を思わせるタイトルや
見出しの付いた電子メールが届き、その中のアドレ
スをクリックしたところ、意図しない有料サイトに
誘導されたなどの相談も寄せられています。震災関
連のタイトルでも、よく考えてから慎重に対処して
ください。
　支援物資や義援金を募る電子メールが届いたとし
ても、募集団体等や指定の振込先が確かかどうかを
確認するなど、義援金は確かな団体を通して送るよ
うにしましょう。たとえ震災後に手に入りにくい商
品に関する広告メールが届いても、慌てて購入する

ことなく、慎重に判断しましょう。
　さらに、「他人に知らせてください」と不特定多
数への転送を求める電子メール（いわゆるチェーン
メール）は、誤った情報や不確実な情報を拡散する
可能性が高く、転送すると迷惑メールとなるおそれ
があるので絶対に転送しないことです。
　未成年者にも、地震に関する情報提供を装って出
会い系サイト等に誘導するなどの悪質なメールが送
られています。こうした機会に、迷惑メールに関す
るトラブルや被害の実態について、家族で話し合っ
ておくとよいでしょう。
　見知らぬ相手からの一方的な情報に惑わされず、
複数の情報源で真偽を確認した上で冷静に判断し対
応するなど、情報を読み解く力を身に付けることが
大切です。不審に思った場合やトラブルが発生した
場合には、家族やまわりの人消費生活センターに相
談しましょう。

岡山県消費生活センター　０８６－２２６－０９９９

消費者へのアドバイス消費者へのアドバイス お便りお便り
2011

７７月号月号
隔月発行

寄付を…

（財）生命保険文化センター    加藤 登美夫

消費生活講座

参加希望の方は、岡山県消費生活センター  TEL.０８６-２２６-１０１９ FAX.０８６-２２７-３７１５ に。
定員70名に達しますとお断りする場合がありますので、ご了承下さい。

７月15日（金）13：30～15：00
平成23年

in岡山県消費生活センター 研修室「医療保険と介護保険」

突然自宅を訪れる貴金属等の買い取りにご注意突然自宅を訪れる貴金属等の買い取りにご注意
－いったん業者の手に渡ったら取り返せない－

　消費者の自宅を訪問し、強引に金やプラチナなどの貴金属を買い取るセールスの相談が起こっています。「不
意打ち的に勧誘され、わけがわからないうちに買い取られた」とか「突然来訪され、怖いので言われるままに自
宅にあった貴金属等を業者に渡してしまった」というケースが目立ちます。最近は、「義援金にする」「医療機
器になる」などと親切心につけ込むケースも出てきました。貴金属の相場を無視して安値で買い取る業者もあり
ます。また、業者と連絡が取れないことが多く、連絡が取れたとしても「処分して手元にない」と言われるな
ど、いったん業者に貴金属を渡してしまうと、売った貴金属を取り戻せないことがほとんどです。

＊詳しくは、国民生活センターのホームページをご覧ください
http://www.kokusen.go.jp/news/data/n-20101221_2.html

被害に合わないために
まずは、怪しいと思ったら、対応せず、絶対に、中に入れないことです。
◇買い取ってもらうつもりがないなら毅然と断ること　◇決して一人で業者に対応しないこと
◇相手がどのような業者か確認すること　　　　　　　◇買い取り条件などが明記された書面をもらうこと
◇業者が強引に家の中に入ろうとしたり、怖い思いをしたら警察に連絡すること

「震災に便乗した勧誘やメールに注意」

● 消費生活相談事例 ●● 消費生活相談事例 ●




